
Since 2022
At Tamakawa Village



施設名 たまかわ観光交流施設 森の駅Yodge
住所 福島県⽯川郡⽟川村四辻新⽥字村中131-1
設計者 都市環境研究所・SO＆CO.共同企業体

運営⽅式 指定管理
指定管理者 たまかわ未来ファクトリー株式会社
客室数 ５室

最⼤宿泊数 24名

2022年に明治43年創⽴の四辻分校舎をフルリノベーションした宿泊施設。
元の校舎の建材の再利⽤や、東⽇本⼤震災時に⽋損した建物⼀部を鉄⾻で復旧するといった⼿法

を取っている。斬新かつ⼤胆なコンセプトによりグッドデザイン賞を始め数々の賞を受賞してい
る。

Yodgeでは少数での貸し切り営業や、地元⽟川村でし
か体験できないカヌーツアー、環境を利⽤しての
ウェディングなど様々な事業を実施している。

レストランで提供するメニューには⾃らが管理する
農園で育てた無農薬野菜を使った様々な料理を楽し

む事ができる。



「何も置かない」をコンセプトに

当たり前から少し距離を置いてみる。

そこには、ただゆっくりと流れる時間がある。

私たちがお届けしたいのは、他のどこにも無かった〝時間〟です。



静かな時間

お風呂は大きな貸切風呂を準備しています。

真っ白な浴槽には寝湯ができる浴槽も併設。

それぞれのお客様が

静かな時間を過ごせるように、

すべてのお時間で予約制としています。



「時間」への彩りを

福島県福島市に本店を置く

カフェレストラン「Antique」が料理提供を行っています。

パーティーに合わせたコース料理・ブッフェの提供から、

地元食材を活かしたランチメニュー等

ほんの少しのこだわりと小さな工夫を詰め込んだメニューを

ご提供しております。



始まりの場所が、ふたりのサードプレイスに

家族、友人、恩人

本当に大切な人達と

大切な結婚式を挙げたい

そんなお二人の思いを、形にします。





たまかわ未来ファクトリーについて

商号 たまかわ未来ファクトリー株式会社

代表 代表取締役 中川 薫

本店 福島県石川郡玉川村南須釜字奥平290

設立 平成30年9月26日

資本金 500万円

事業内容 たまかわ観光交流施設森の駅yodge 指定管理業務
玉川村ふるさと納税事業に関わるコンサルティング

株主構成 筆頭株主 株式会社トーカンオリエンス
株主 株式会社アメリカ屋

株式会社八幡屋

株式会社福島エンヤ
株式会社野本観光バス



夏祭り事業について

玉川村四辻地区では、新型コロナウイルス感染症のパンデミック以前、

四辻分校舎を拠点とした地域の夏祭りを開催していました。

地元の大切なイベントが無くなってしまうことを危惧した我々は、

地域創生のミッションの元本事業の再生に着手することとしました。

日付は四辻地域で古くから守られてきた伝統を踏襲して

「8月14日」に夏祭りを開催。

四辻分校舎が生まれ変わり、

四辻地区の新たな観光交流拠点となったことを認識してもらうべく

これまでの夏祭り事業では行われなかった「打上花火」を行うことで、

玉川村内における一つの風物詩となることを目標とし、

三年継続事業として福島県の協力を頂きながら継続して参りました。



夏祭り事業について（２）

地域の夏祭りという伝統を継承していくということに重きをおいて、

実際に以前から四辻地区の祭りで使っていた櫓を利用するとともに、

地元消防団・営農組合に協力を頂き、祭囃子の演奏を実施した。

その他下記のようなコンテンツを提供した。

・花火大会

・花火作り体験

・浴衣着付イベント

・たこ焼きや射的等の屋台

・パフォーマーによる無料公演

・流し素麺体験

・地元幼稚園児との共同制作提灯の展示

・盆踊り



t

夏祭り事業について（３）

観光人口の比率と推移

2022年

村内 村外

2023年

村内 村外

2024年

村内 村外

合計人数350名 合計人数1200名 合計人数600名

2022年 2023年 2024年



今後の課題について

１．開催日の問題

・8月14日という日程が平日となる場合来場者数が少なくなってしまう。

・平日となる場合消防団や営農組合との連携が困難。

２．資金の問題

・露天営業のみでは運営費の確保は困難。クラウドファンディング等の新たな資金源を検討。

３．宿泊施設としての側面

・8月はハイシーズン期間となるため、宿泊の依頼も多く、上記のようなクラウドファンディングを行う場合、運営面での課題が発生。


